
編

集

後

記

▼
世
界
の
舞
台
で
も
活
躍
し
た

髙
橋
投
手
と
尾
形
捕
手
。彼
ら

が
小
学
生
の
時
に
球
審
を
す
る

機
会
が
あ
り
、試
合
を
見
な
が

ら
当
時
の
思
い
出
に
浸
り
ま
し

た
。今
後
の
彼
ら
の
活
躍
に
胸

が
躍
り
ま
す
。私
は
と
い
う
と
、

長
沼
レ
ガ
ッ
タ
の
混
合
の
部
に

同
僚
と
出
場
し
、念
願
の
初
優

勝
を
達
成
。優
勝
旗
を
も
ら
っ

て
年
甲
斐
も
な
く
は
し
ゃ
ぐ
43

歳
で
す
。（
高
橋
）

▼
レ
ガ
ッ
タ
の
応
援
で
駐
車
場

か
ら
ボ
ー
ト
場
ま
で
歩
い
た
だ

け
で
筋
肉
痛
に
な
っ
た
47
歳
で

す
。そ
の
後
、こ
ど
も
ま
つ
り
の

取
材
に
行
っ
た
の
で
す
が
、祝

祭
劇
場
の
駐
車
場
が
満
車
で

び
っ
く
り
。本
当
に
た
く
さ
ん

の
親
子
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。（
渡
邊
）

▼
登
米
秋
ま
つ
り
の
山
車
や
お

は
や
し
に
、３
４
０
年
以
上
の

歴
史
が
あ
る
と
知
り
、驚
い
た

24
歳
で
す
。先
人
の
、地
域
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
す
る
思
い
を
引

継
ぎ
、一
丸
と
な
っ
て
結
束
す

る
地
域
の
人
た
ち
の
姿
と
力

に
感
動
し
ま
し
た
。運
営
に
携

わ
っ
た
皆
さ
ん
、楽
し
い
ま
つ

り
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
木
戸
浦
）

明るく温かな歌声響く明るく温かな歌声響く

　歌う楽しさを共有し、美しい日本の童謡を絶や
さず、こどもたちに伝えていきたいという思いを
胸に「はさま童謡を歌う会」が発足したのは1992
年。32年目を迎えた今年、30人の会員が月２回、
童謡を歌って楽しんでいる。指導者の高橋由

ゆ

紀
き

子
こ

さんは「みんなの声を重ねて一緒にハーモニーを
作りあげることが合唱の魅力。歌うことは喜びや
元気につながります」と話す。
　登米市合唱祭や市役所ロビーコンサート、市内
福祉施設への訪問演奏など、発表の場でも順調に
活動を続けてきたが、コロナ禍で活動に制限がか
かる。準備を進めていた結成30周年記念コンサー
トは中止となった。「先生から渡されたCDを聞い
て自主練習しながら、早く集まってみんなと歌い

たいと願っていました」と会員は口をそろえる。以
前と同じように活動できるようになり、11月７日
に市役所迫庁舎でロビーコンサートを、12月には
市合唱祭に参加する予定。そして、３年後の35周
年コンサートの開催に向けても士気を高める。
　「高橋先生の熱心で楽しい指導と、伴奏の石井先
生のピアノに魅了され、明るい雰囲気の中で仲間
と歌えることが本当に楽しくて、大切な時間。これ
から、たくさんの人に歌声を届けていきたい」と笑
顔があふれた。
　懐かしい童謡から幼稚園などで歌われている最
近の曲まで、レパートリーは幅広い。聴く人、歌う
人の心の豊かさを育む音楽の素晴らしさを、世代
を超えて伝えていくため、歌声は響く。

はさま童謡を歌う会はさま童謡を歌う会

（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://mail.cous.jp/tomecity/

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam




